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優先評価化学物質「ヒドラジン」 1 

人健康影響及び生態影響に係るリスク評価（一次）評価Ⅱの進捗報告 2 

 3 

＜概要＞ 4 

○評価対象物質について 5 

優先評価化学物質通し番号２としてはヒドラジンが指定されているが、制度上、水和物と6 

複数の塩が評価対象物質となっている（１章、７－１）。 7 

 8 

人健康影響に係るリスク評価について 9 

○有害性評価について 10 

人健康影響に係る有害性評価は、既存の有害性データから経口経路及び吸入経路ごとに一11 

般毒性、生殖・発生毒性、発がん性の有害性評価値（D値）を算出した。経路別に最小値を採12 

用すると、経口経路 D値＝2.1×10-4 mg/kg/day（発がん性）、吸入経路 D値＝9.8×10-6 mg/m313 

（発がん性）となった。発がん性に係るリスク推計は、暴露経路別に行うことが妥当である14 

と考えられた。一般毒性についても、標的臓器が異なることから暴露経路別に行うことが妥15 

当と考えられた。一方、生殖・発生毒性については経口及び吸入経路で同一データを根拠と16 

していることから、両経路の HQ を合算したリスク推計を行うことが妥当と考えられた。 17 

 18 

○暴露評価について 19 

本物質は PRTR 対象物質であり、モニタリングデータは水質のみ存在する。このため、化審20 

法の製造・輸入数量及び用途別出荷数量、及び PRTR 排出量から大気及び水域濃度を推計し、21 

暴露経路別に摂取量の計算を行った。また、水質モニタリングデータを用いた経口摂取量の22 

計算を行った。 23 

 24 

○リスク推計結果について 25 

リスク推計においては、エンドポイント別・経路別に HQ を算出し、経路ごとに合算可能な26 

HQ については合算したところ、発がん性の HQが最も安全側の結果となった。 27 

PRTR 届出排出量を用いた排出源ごとの暴露シナリオによるリスク推計では、経口経路は排28 

出源の数 102 箇所中 4 箇所において、吸入経路は 102 箇所中 11 箇所において、HQ が 1 以上29 

であった（以下「リスク懸念あり1」と表記。）。 30 

様々な排出源の影響を含めた暴露シナリオによるリスク推計では、経口経路は環境基準点31 

を含む 3,705 地点中 2 地点においてリスク懸念ありとなったが、吸入経路はリスク懸念あり32 

となった地点はなかった。 33 

                                                        
1 本評価におけるリスク懸念箇所数は、HQ又は PEC/PNEC比が 1以上となった排出源の数のことである。 
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環境モニタリングデータによるリスク推計では、リスク懸念ありとなった地点はなかった。 1 

 2 

 3 

生態影響に係るリスク評価について 4 

○有害性評価について 5 

生態影響に係る有害性評価は、既存の有害性データから水生生物に対する予測無影響濃度6 

（PNEC）＝7.3×10-5 mg/L を導出した。 7 

 8 

○暴露評価について 9 

本物質は PRTR 対象物質であり、モニタリングデータは水質のみ存在する。このため、化審10 

法の製造・輸入数量及び用途別出荷数量、並びに PRTR 排出量から大気及び水域濃度の計算を11 

行うと共に、水質モニタリングデータを用いて暴露評価を行った。 12 

 13 

○リスク推計結果について 14 

PRTR 届出排出量を用いた排出源ごとの暴露シナリオによるリスク推計では、102 箇所中 3115 

箇所においてリスク懸念ありとなった。 16 

様々な排出源の影響を含めた暴露シナリオによるリスク推計では、3,705 地点中 888 地点17 

においてリスク懸念ありとなった。 18 

環境モニタリングデータによるリスク推計では、リスク懸念ありとなった地点はなかった。 19 

 20 

＜今後の対応について＞ 21 

ヒドラジン及びその化合物は、ボイラー用還元剤（腐食防止剤、防錆剤、防食剤、防藻剤な22 

ど）、金属表面処理剤、電子用薬剤（フォトレジスト現像液・剥離剤、洗浄剤）、分離・精製プ23 

ロセス剤（浮選剤、金属侵出剤）、ロケット燃料、医農薬原料・中間体など、多業種・多用途24 

で使用されている。化審法の製造数量等の届出情報に対して詳細用途分類ごとの排出係数を25 

適用した場合、「＃40-a 水処理剤（腐食防止剤、防錆剤、防食剤、防スケール剤、防藻剤）」26 

に係る環境排出量が大きくなっている（表 5）。PRTR 排出量データにおいても当該用途からの27 

環境排出量が多いと考えられるが、これらの環境排出量に基づいて推計した環境中濃度を用28 

いたリスク推計では、複数地点がリスク懸念ありと推定された（表 14～表 19）。 29 

しかし、このリスク推計結果には複数の不確実性が含まれる（６章）。特に、水中の酸素と30 

容易に反応する性質を利用したボイラー用還元剤といった水処理剤の用途では、当該物質自31 

体が反応消滅することで機能を発揮すると考えられるが、PRTR 排出量の中にはこのような使32 

用に伴う分解が考慮されずに過大に算出されているものもある可能性がある。PRTR 排出量に33 

よって推計した水域濃度と環境モニタリングデータを地点別に比較した結果をみても、モデ34 
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ル推計濃度の方が上回る傾向を見せている（図 3、図 4）。ただし、リスク懸念ありと推定さ1 

れている PRTR 届出事業所近傍等でのヒドラジンの測定データはない。 2 

また、ヒドラジンは解離性を有する物質であり、環境中の pH では、中性種およびイオン種3 

として存在する。環境中濃度や人の摂取量を推計する数理モデルの一部数式では、解離性を4 

有する物質特有の動態を考慮しきれていない。濃度推計モデル、人の摂取量を推計する数理5 

モデルについても、解離性を有する物質の特性を踏まえて検討する必要がある。 6 

今後は、使用段階における分解率等の排出実態の把握や環境中濃度の調査、環境中濃度推7 

計モデルの検討等を行い、その結果を踏まえて評価Ⅲにおいて再評価を行う。 8 

 9 

 10 
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参考資料 11 

１ 評価対象物質について 12 

本評価で対象とした物質は表 1のとおり。 13 

 14 
表 1 評価対象物質の同定情報 15 

評価対象物質名称 ヒドラジン 

構造式 

H2N-NH2 
分子式 N2H4 

CAS 登録番号 302-01-2 

 16 

平成 28年度第 1回優先評価化学物質のリスク評価に用いる物理化学的性状、分解性、蓄17 

積性等のレビュー会議（平成 28年 9月 13日）では、以下の物質についてのデータが了承さ18 

れた。 19 

 20 

(1)ヒドラジン(無水物)（H2N-NH2）  CAS No 302-01-2 21 

(2)ヒドラジン一水和物（H2N-NH2･H2O）  CAS No 7803-57-8 22 

(3)ヒドラジン・塩酸塩（H2N-NH2･HCl）  CAS No 2644-70-4 23 

(4)ヒドラジン・2塩酸塩（H2N-NH2･2HCl） CAS No 5341-61-7 24 

(5)ヒドラジン・硫酸塩（H2N-NH2･H2SO4） CAS No 10034-93-2 25 

(6)2ヒドラジン・硫酸塩（(H2N-NH2)2･H2SO4） CAS No 13464-80-7 26 

 27 

平成 27年度には、以下の物質が届け出られた。 28 

(1)ヒドラジン(無水物)（H2N-NH2）  CAS No 302-01-2 29 

(2)ヒドラジン一水和物（H2N-NH2･H2O）  CAS No 7803-57-8 30 

(3)ヒドラジン・塩酸塩（H2N-NH2･HCl）  CAS No 2644-70-4 31 

(4)ヒドラジン・2塩酸塩（H2N-NH2･2HCl） CAS No 5341-61-7 32 

(追加) 炭酸ヒドラジン（H2N-NH2･CO2）  CAS No 112077-84-6 33 

34 
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表 6 PRTR 届出外排出量の内訳（平成 26 年度） 98 

 99 

 100 
 101 

102 

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21

対

象

業
種

の

事

業

者

の

す
そ

切

り

以

下

農

薬

殺

虫

剤

接

着

剤

塗

料

漁
網

防

汚

剤

洗

浄

剤

・

化
粧

品

等

防

虫
剤

・

消

臭

剤

汎

用

エ

ン
ジ

ン

た
ば

こ

の

煙

自

動

車

二

輪

車

特
殊

自

動

車

船

舶

鉄

道

車
両

航

空

機

水

道

オ

ゾ

ン

層

破
壊

物

質

ダ

イ
オ

キ

シ

ン

類

低

含

有

率
物

質

下

水

処

理
施

設

移動体

家庭

非対象業種

対象業種（すそ切り） ○ ○ 41

6 35 41

大

区

分

推計量

年間排出量（トン/年）

合
計



























 

19 

７-２-２ 排出源ごとの暴露シナリオによる暴露評価とリスク推計 264 

(１) 化審法届出情報に基づく評価 265 
① 化審法排出量 266 

・大気及び水域への合計推計排出量の上位 10箇所について表 27に示す。 267 

 268 

表 27 化審法届出情報に基づく仮想的排出源ごとの排出量  269 

(上位 10 箇所) 270 

 271 
 272 

② リスク推計結果 273 

i） 人健康影響 274 

 リスク懸念が認められた一般毒性の経口経路と発がん性の経口経路及び吸入経路に275 

ついては、HQ が 1以上となった箇所、もしくは上位 10箇所のリスク推計結果を276 

表 28～表 30に示す。 277 

 一般毒性の吸入経路については、排出源から 1 km以内の HQの最大値は 0.25であ278 

った。 279 

 生殖・発生毒性の経口経路と吸入経路の HQ を合計した場合については、排出源か280 

ら 1 km以内の HQの最大値は 0.095であった。 281 

 282 

 283 

 284 

 285 

都道府県 用途分類名 詳細用途分類名 用途番号
詳細用途
番号
ライフサイク
ルステージ

製造数量
[t/year]

出荷数量
[t/year]

大気排出
係数

水域排出
係数

大気排出
量[t/year]

水域排出
量[t/year]

合計排出
量[t/year]

D県 水処理剤

腐食防止剤、防錆

剤、防食剤、防ス
ケール剤、防藻剤

40 a
工業的使用
段階

0 202 0.0002 0.1 0.040 20 20

R県 水処理剤

腐食防止剤、防錆

剤、防食剤、防ス
ケール剤、防藻剤

40 a
工業的使用
段階

0 182 0.0002 0.1 0.036 18 18

AA県 水処理剤

腐食防止剤、防錆

剤、防食剤、防ス
ケール剤、防藻剤

40 a
工業的使用
段階

0 138 0.0002 0.1 0.028 14 14

Q県 水処理剤
腐食防止剤、防錆
剤、防食剤、防ス

ケール剤、防藻剤

40 a
工業的使用
段階

0 122 0.0002 0.1 0.024 12 12

J県

合成繊維、
繊維処理剤

[不織布処理
を含む]

その他 25 z
工業的使用

段階
0 49 0.03 0.2 1.5 10 11

S県 水処理剤

腐食防止剤、防錆

剤、防食剤、防ス
ケール剤、防藻剤

40 a
工業的使用
段階

0 89 0.0002 0.1 0.018 8.9 8.9

AC県 水処理剤

腐食防止剤、防錆

剤、防食剤、防ス
ケール剤、防藻剤

40 a
工業的使用
段階

0 72 0.0002 0.1 0.014 7.2 7.2

K県

分離・精製プ

ロセス剤《鉱
業、金属製
造での用途》

[抽出・精製
溶剤は#07]

浮選剤（捕収剤、起

ほう剤、条件剤）、金
属浸出剤

46 a
工業的使用
段階

0 134 0.01 0.04 1.3 5.3 6.7

F県 水処理剤

腐食防止剤、防錆

剤、防食剤、防ス
ケール剤、防藻剤

40 a
工業的使用
段階

0 43 0.0002 0.1 0.0086 4.3 4.3

Z県 水処理剤

腐食防止剤、防錆

剤、防食剤、防ス
ケール剤、防藻剤

40 a
工業的使用
段階

0 42 0.0002 0.1 0.0083 4.2 4.2
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表 28 化審法届出情報に基づく一般毒性 (経口経路) におけるリスク推計結果 286 

(上位 10 箇所) 287 

 288 
 289 

表 29 化審法届出情報に基づく発がん性 (経口経路) におけるリスク推計結果 290 

 291 
 292 

 293 

 294 

 295 

 296 

 297 

 298 

都道府県 用途分類名 詳細用途分類名 用途番号
詳細用

途番号

ライフサイク

ルステージ

大気排出

量[t/year]

水域排出

量[t/year]

合計排出

量[t/year]

HQ（～

1km）_一般

毒性・局所

影響・経口

HQ（～

2km）_一般

毒性・局所

影響・経口

HQ（～

3km）_一般

毒性・局所

影響・経口

HQ（～

4km）_一般

毒性・局所

影響・経口

HQ（～

5km）_一般

毒性・局所

影響・経口

HQ（～

6km）_一般

毒性・局所

影響・経口

HQ（～

7km）_一般

毒性・局所

影響・経口

HQ（～

8km）_一般

毒性・局所

影響・経口

HQ（～

9km）_一般

毒性・局所

影響・経口

HQ（～

10km）_一

般毒性・局

所影響・経
口

D県 水処理剤

腐食防止剤、防錆剤、

防食剤、防スケール剤、
防藻剤

40 a
工業的使用

段階
0.040 20 20 1.1 1.1 1.1 1.1 1.1 1.1 1.1 1.1 1.1 1.1

R県 水処理剤

腐食防止剤、防錆剤、

防食剤、防スケール剤、

防藻剤

40 a
工業的使用

段階
0.036 18 18 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0

AA県 水処理剤

腐食防止剤、防錆剤、

防食剤、防スケール剤、

防藻剤

40 a
工業的使用

段階
0.028 14 14 0.77 0.77 0.77 0.77 0.77 0.77 0.77 0.77 0.77 0.77

J県
合成繊維、繊維
処理剤[不織布

処理を含む]

その他 25 z
工業的使用

段階
1.5 10 11 0.69 0.60 0.58 0.57 0.56 0.56 0.56 0.55 0.55 0.55

Q県 水処理剤

腐食防止剤、防錆剤、

防食剤、防スケール剤、
防藻剤

40 a
工業的使用
段階

0.024 12 12 0.68 0.68 0.68 0.68 0.68 0.68 0.68 0.68 0.68 0.68

S県 水処理剤

腐食防止剤、防錆剤、

防食剤、防スケール剤、

防藻剤

40 a
工業的使用

段階
0.018 8.9 8.9 0.50 0.49 0.49 0.49 0.49 0.49 0.49 0.49 0.49 0.49

K県

分離・精製プロ

セス剤《鉱業、

金属製造での

用途》[抽出・精
製溶剤は#07]

浮選剤（捕収剤、起ほう

剤、条件剤）、金属浸出

剤

46 a
工業的使用

段階
1.3 5.3 6.7 0.43 0.35 0.32 0.32 0.31 0.31 0.30 0.30 0.30 0.30

AC県 水処理剤

腐食防止剤、防錆剤、

防食剤、防スケール剤、
防藻剤

40 a
工業的使用

段階
0.014 7 2 7 2 0.40 0.40 0.40 0.40 0.40 0.40 0.40 0.40 0.40 0.40

F県 水処理剤

腐食防止剤、防錆剤、

防食剤、防スケール剤、

防藻剤

40 a
工業的使用

段階
0.0086 4.3 4.3 0.24 0.24 0.24 0.24 0.24 024 024 0 24 0.24 0.24

Z県 水処理剤

腐食防止剤、防錆剤、

防食剤、防スケール剤、

防藻剤

40 a
工業的使用

段階
0.0083 4 2 4 2 0.23 0.23 0.23 0.23 0.23 023 023 0 23 0.23 0.23

都道府県 用途分類名 詳細用途分類名
用途

番号

詳細用

途番号

ライフサイク

ルステージ

大気排

出量
[t/year]

水域排

出量
[t/year]

合計排

出量
[t/year]

HQ（～

1km）_発が
ん性・経口

HQ（～

2km）_発が
ん性・経口

HQ（～

3km）_発が
ん性・経口

HQ（～

4km）_発が
ん性・経口

HQ（～

5km）_発が
ん性・経口

HQ（～

6km）_発が
ん性・経口

HQ（～

7km）_発が
ん性・経口

HQ（～

8km）_発が
ん性・経口

HQ（～

9km）_発が
ん性・経口

HQ（～
10km）_発

がん性・経
口

D県 水処理剤
腐食防止剤、防錆剤、防
食剤、防スケール剤、防

藻剤

40 a
工業的使用

段階
0.040 20 20 5.9 5.9 5.9 5.9 5.9 5.9 5.9 5.9 5.9 5.9

R県 水処理剤
腐食防止剤、防錆剤、防
食剤、防スケール剤、防
藻剤

40 a
工業的使用
段階

0.036 18 18 5.3 5.3 5.3 5.3 5.3 5.3 5.3 5.3 5.3 5.3

AA県 水処理剤
腐食防止剤、防錆剤、防
食剤、防スケール剤、防
藻剤

40 a
工業的使用
段階

0.028 14 14 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0

Q県 水処理剤
腐食防止剤、防錆剤、防
食剤、防スケール剤、防

藻剤

40 a
工業的使用
段階

0.024 12 12 3.5 3.5 3.5 3.5 3.5 3.5 3.5 3.5 3.5 3.5

J県

合成繊維、
繊維処理剤
[不織布処理
を含む]

その他 25 z
工業的使用
段階

1.5 10 11 3.6 3 2 3.0 3.0 2.9 2.9 2.9 2.9 2.9 2.9

S県 水処理剤
腐食防止剤、防錆剤、防
食剤、防スケール剤、防
藻剤

40 a
工業的使用
段階

0.018 8.9 8.9 2.6 2.6 2.6 2.6 2.6 2.6 2.6 2.6 2.6 2.6

AC県 水処理剤

腐食防止剤、防錆剤、防

食剤、防スケール剤、防
藻剤

40 a
工業的使用

段階
0.014 7.2 7.2 2.1 2.1 2.1 2.1 2.1 2.1 2.1 2.1 2.1 2.1

K県

分離・精製プ
ロセス剤《鉱
業、金属製

造での用途》
[抽出・精製
溶剤は#07]

浮選剤（捕収剤、起ほう

剤、条件剤）、金属浸出
剤

46 a
工業的使用

段階
1.3 5.3 6.7 2.2 1.8 1.7 1.7 1.6 1.6 1.6 1.6 1.6 1.6

F県 水処理剤

腐食防止剤、防錆剤、防

食剤、防スケール剤、防
藻剤

40 a
工業的使用

段階
0.0086 4.3 4.3 1.3 1 2 1 2 1 2 1 2 1.2 1.2 1.2 1.2 1.2

Z県 水処理剤
腐食防止剤、防錆剤、防
食剤、防スケール剤、防
藻剤

40 a
工業的使用
段階

0.0083 4.2 4.2 1.2 1 2 1 2 1 2 1 2 1.2 1.2 1.2 1.2 1.2

T県 水処理剤
腐食防止剤、防錆剤、防
食剤、防スケール剤、防
藻剤

40 a
工業的使用
段階

0.0075 3.8 3.8 1.1 1.1 1.1 1.1 1.1 1.1 1.1 1.1 1.1 1.1

C県 水処理剤

腐食防止剤、防錆剤、防

食剤、防スケール剤、防
藻剤

40 a
工業的使用

段階
0.0073 3.6 3.6 1.1 1.1 1.1 1.1 1.1 1.1 1.1 1.1 1.1 1.1
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 299 

 300 
表 30 化審法届出情報に基づく発がん性 (吸入経路) におけるリスク推計結果301 

 302 
  303 

都道府県 用途分類名 詳細用途分類名
用途番
号
詳細用
途番号

ライフサイク
ルステージ

大気排出
量[t/year]

水域排出
量[t/year]

合計排出
量[t/year]

HQ（～

1km）_発が
ん性 吸入

HQ（～

2km）_発が
ん性・吸入

HQ（～

3km）_発が
ん性・吸入

HQ（～

4km）_発が
ん性・吸入

HQ（～

5km）_発が
ん性・吸入

HQ（～

6km）_発が
ん性・吸入

HQ（～

7km）_発が
ん性・吸入

HQ（～

8km）_発が
ん性・吸入

HQ（～

9km）_発が
ん性・吸入

HQ（～

10km）_発
がん性・吸

D県
工業用溶剤[#02-06の溶剤
を除く]

抽出溶剤、精製溶剤 7 c
工業的使用
段階

1.9 0.037 1.9 28 11 5.9 4.1 2.9 2 2 1.7 1.4 1.2 0.99

A県
工業用溶剤[#02-06の溶剤
を除く]

抽出溶剤、精製溶剤 7 c
工業的使用
段階

1.6 0.032 1.6 24 9.5 5.1 3.5 2.5 1.9 1.5 1.2 1.0 0.85

J県
合成繊維、繊維処理剤[不
織布処理を含む]

その他 25 z
工業的使用
段階

1.5 10 11 22 8.8 4.7 3.3 2.3 1.7 1.4 1.1 0.93 0.79

K県

分離・精製プロセス剤《鉱

業、金属製造での用途》[抽
出・精製溶剤は#07]

浮選剤（捕収剤、起ほう

剤、条件剤）、金属浸出
剤

46 a
工業的使用
段階

1.3 5.3 6.7 20 7.9 4.2 2.9 2.1 1.6 1 2 1.0 0.84 0.71

N県
工業用溶剤[#02-06の溶剤
を除く]

抽出溶剤、精製溶剤 7 c
工業的使用
段階

0.83 0.02 0.85 13 4.9 2.6 1.8 1.3 0.98 0.77 0.63 0.52 0.44

I県 中間物
合成原料、重合原料、
前駆重合体

1 a
工業的使用
段階

0.51 1.03 1.54 7.8 3.1 1.6 1.1 0.80 0.60 0.48 0.39 0.32 0.27

C県 中間物
合成原料、重合原料、
前駆重合体

1 a
工業的使用
段階

0.32 0.65 0.97 4.9 1.9 1.0 0.72 0.51 0.38 0.30 0.25 0.20 0.17

H県 中間物
合成原料、重合原料、
前駆重合体

1 a
工業的使用
段階

028 0.57 0.85 4.3 1.7 0.90 0.63 0.44 0.33 0 26 0.21 0.18 0.15

A県 - - - - 製造 027 0 54 0 81 4 1 1 6 0 86 0 60 0 42 0 32 0 25 0 20 0 17 0 14

M県

金属製造加工用資材［金属

及び合金の原料は#1、着
色剤は#11、表面処理は
#34、溶接・ろう接は#35、金

属加工油は#37］

加工助剤（フラックス
等）

33 b
工業的使用
段階

022 1.09 1.30 3.3 1.3 0.69 0.48 0.34 0 26 0 20 0.16 0.14 0.12

D県 水処理剤

腐食防止剤、防錆剤、

防食剤、防スケール
剤、防藻剤

40 a 調合段階 020 0.20 0.40 3.1 1 2 0.64 0.45 0.31 0 24 0.19 0.15 0.13 0.1

R県 水処理剤
腐食防止剤、防錆剤、
防食剤、防スケール

剤、防藻剤

40 a 調合段階 0.18 0.18 0.36 2.8 1.1 0.58 0.40 0.28 0 21 0.17 0.14 0.11 0.1

AA県 水処理剤

腐食防止剤、防錆剤、

防食剤、防スケール
剤、防藻剤

40 a 調合段階 0.14 0.14 0.28 2.1 0.82 0.44 0.31 0.22 0.16 0.13 0.10 0.09 0.1

N県 中間物
合成原料、重合原料、
前駆重合体

1 a
工業的使用
段階

0.14 0.27 0.41 2.1 0.81 0.44 0.30 0.21 0.16 0.13 0.10 0.09 0.1

K県

分離・精製プロセス剤《鉱

業、金属製造での用途》[抽
出・精製溶剤は#07]

浮選剤（捕収剤、起ほう

剤、条件剤）、金属浸出
剤

46 a 調合段階 0.13 0.13 0.27 2.0 0.80 0.43 0.30 0.21 0.16 0.12 0.10 0.08 0.1

Q県 水処理剤
腐食防止剤、防錆剤、
防食剤、防スケール

剤、防藻剤

40 a 調合段階 0.12 0.12 0.24 1.8 0.72 0.39 0.27 0.19 0.14 0.11 0.09 0.08 0.065

D県 中間物
合成原料、重合原料、

前駆重合体
1 a

工業的使用

段階
0.11 0.22 0.33 1.7 0.65 0.35 0.24 0.17 0.13 0.10 0.08 0.07 0.058

AH県

プラスチック、プラスチック

添加剤、プラスチック加工
助剤[#15, 16, 23 25, 28を除く]

[着色剤は#11]

硬化剤、架橋剤（ＦＲＰ

用モノマー等）、架橋助
剤、 増感剤、重合開始

剤

27 m
工業的使用
段階

0.11 0.00 0.11 1.7 0.65 0.35 0.24 0.17 0.13 0.10 0.08 0.07 0.058

M県
分離・精製プロセス剤《鉱
業、金属製造での用途》[抽

出・精製溶剤は#07]

浮選剤（捕収剤、起ほう
剤、条件剤）、金属浸出

剤

46 a
工業的使用

段階
0.11 0.43 0.54 1.6 0.65 0.35 0.24 0.17 0.13 0.10 0.08 0.07 0.058

AA県

殺生物剤2[工程内使用で

成形品に含まれないもの]
《工業用途》

不快害虫用殺虫剤（害

虫駆除剤、昆虫誘引
剤、共力剤）

19 a
工業的使用
段階

0.09 0.67 0.76 1.4 0.53 0.28 0.20 0.14 0.11 0.08 0.07 0.06 0.048

S県 水処理剤
腐食防止剤、防錆剤、
防食剤、防スケール

剤、防藻剤

40 a 調合段階 0.09 0.09 0.18 1.4 0.53 0.28 0.20 0.14 0.10 0.08 0.07 0.06 0.047

AC県 水処理剤

腐食防止剤、防錆剤、

防食剤、防スケール
剤、防藻剤

40 a 調合段階 0.07 0.07 0.14 1.1 0.43 0.23 0.16 0.11 0.09 0.07 0.05 0.05 0.039
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 304 

ii） 生態影響 305 

 水生生物PEC/PNEC比が 1以上となった 71箇所のリスク推計結果を表 31に示す。 306 

 307 

表 31 化審法届出情報に基づく水生生物におけるリスク推計結果（PEC/PNEC） 308 

 309 

 310 

No 都道府県 用途分類名 詳細用途分類名 用途番号
詳細用途

番号

ライフサイクルス

テージ

水域排出

量[t/year]

河川水中濃
度(PECwater

)[mg/L]

水生生物_有

害性評価値

(PNECwater）
[mg/L]

水生生物

_PEC/PNEC

1 D県 水処理剤
腐食防止剤、防錆剤、防食剤、防ス

ケール剤、防藻剤
40 a 工業的使用段階 20 0.050 0.0000732 645

2 R県 水処理剤
腐食防止剤、防錆剤、防食剤、防ス

ケール剤、防藻剤
40 a 工業的使用段階 18 0.040 0.0000732 582

3 AA県 水処理剤
腐食防止剤、防錆剤、防食剤、防ス
ケール剤、防藻剤

40 a 工業的使用段階 14 0.030 0.0000732 442

4 Q県 水処理剤
腐食防止剤、防錆剤、防食剤、防ス
ケール剤、防藻剤

40 a 工業的使用段階 12 0.030 0.0000732 389

5 J県
合成繊維、繊維処理剤[不織

布処理を含む]
その他 25 z 工業的使用段階 9.8 0.020 0.0000732 316

6 S県 水処理剤
腐食防止剤、防錆剤、防食剤、防ス

ケール剤、防藻剤
40 a 工業的使用段階 8.9 0.020 0.0000732 285

7 AC県 水処理剤
腐食防止剤、防錆剤、防食剤、防ス
ケール剤、防藻剤

40 a 工業的使用段階 7.2 0.020 0.0000732 231

8 K県

分離・精製プロセス剤《鉱業、

金属製造での用途》[抽出・精
製溶剤は#07]

浮選剤（捕収剤、起ほう剤、条件

剤）、金属浸出剤
46 a 工業的使用段階 5.3 0.010 0.0000732 171

9 F県 水処理剤
腐食防止剤、防錆剤、防食剤、防ス

ケール剤、防藻剤
40 a 工業的使用段階 4.3 0.010 0.0000732 137

10 Z県 水処理剤
腐食防止剤、防錆剤、防食剤、防ス

ケール剤、防藻剤
40 a 工業的使用段階 4.2 0.010 0.0000732 133

11 T県 水処理剤
腐食防止剤、防錆剤、防食剤、防ス

ケール剤、防藻剤
40 a 工業的使用段階 3.8 0.0090 0.0000732 121

12 C県 水処理剤
腐食防止剤、防錆剤、防食剤、防ス
ケール剤、防藻剤

40 a 工業的使用段階 3.6 0.0090 0.0000732 117

13 U県 水処理剤
腐食防止剤、防錆剤、防食剤、防ス

ケール剤、防藻剤
40 a 工業的使用段階 2.9 0.0070 0.0000732 92

14 AH県 水処理剤
腐食防止剤、防錆剤、防食剤、防ス

ケール剤、防藻剤
40 a 工業的使用段階 1.9 0.0040 0.0000732 59

15 L県 水処理剤
腐食防止剤、防錆剤、防食剤、防ス
ケール剤、防藻剤

40 a 工業的使用段階 1.7 0.0040 0.0000732 55

16 X県 水処理剤
腐食防止剤、防錆剤、防食剤、防ス

ケール剤、防藻剤
40 a 工業的使用段階 1.3 0.0030 0.0000732 41

17 A県 水処理剤
腐食防止剤、防錆剤、防食剤、防ス

ケール剤、防藻剤
40 a 工業的使用段階 1.2 0.0030 0.0000732 39

18 N県 水処理剤
腐食防止剤、防錆剤、防食剤、防ス
ケール剤、防藻剤

40 a 工業的使用段階 1.2 0.0030 0.0000732 37

19 E県 水処理剤
腐食防止剤、防錆剤、防食剤、防ス
ケール剤、防藻剤

40 a 工業的使用段階 1.1 0.0030 0.0000732 35

20 M県

金属製造加工用資材［金属

及び合金の原料は#1、着色
剤は#11、表面処理は#34、溶

接・ろう接は#35、金属加工油

は#37］

加工助剤（フラックス等） 33 b 工業的使用段階 1.1 0.0030 0.0000732 35

21 T県 中間物 合成原料、重合原料、前駆重合体 1 a 工業的使用段階 10 0 0020 0 0000732 33

22 N県
合成繊維、繊維処理剤[不織

布処理を含む]

均染剤、浸透剤、促染剤（染色助

剤）、媒染剤、捺 染用糊剤
25 o 工業的使用段階 0.90 0.0020 0.0000732 29

23 H県 水処理剤
腐食防止剤、防錆剤、防食剤、防ス

ケール剤、防藻剤
40 a 工業的使用段階 0.89 0.0020 0.0000732 29

24 AL県 水処理剤
腐食防止剤、防錆剤、防食剤、防ス
ケール剤、防藻剤

40 a 工業的使用段階 0.77 0.0020 0.0000732 25

25 AI県 水処理剤
腐食防止剤、防錆剤、防食剤、防ス

ケール剤、防藻剤
40 a 工業的使用段階 0.70 0.0020 0.0000732 23

26 AA県

殺生物剤2[工程内使用で成

形品に含まれないもの]《工業
用途》

不快害虫用殺虫剤（害虫駆除剤、
昆虫誘引剤、共力剤）

19 a 工業的使用段階 0.67 0.0020 0.0000732 22

27 C県 中間物 合成原料、重合原料、前駆重合体 1 a 工業的使用段階 065 0 0020 0 0000732 21

28 P県 水処理剤
腐食防止剤、防錆剤、防食剤、防ス
ケール剤、防藻剤

40 a 工業的使用段階 0.58 0.0010 0.0000732 18

29 G県 水処理剤
腐食防止剤、防錆剤、防食剤、防ス

ケール剤、防藻剤
40 a 工業的使用段階 0.58 0.0010 0.0000732 18

30 J県 水処理剤
腐食防止剤、防錆剤、防食剤、防ス

ケール剤、防藻剤
40 a 工業的使用段階 0.58 0.0010 0.0000732 18
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31 H県 中間物 合成原料、重合原料、前駆重合体 1 a 工業的使用段階 0.57 0.0010 0.0000732 18

32 A県 - - - - 製造段階 054 0 0010 0 0000732 17

33 AB県 水処理剤
腐食防止剤、防錆剤、防食剤、防ス
ケール剤、防藻剤

40 a 工業的使用段階 0.51 0.0010 0.0000732 16

34 AE県 水処理剤
腐食防止剤、防錆剤、防食剤、防ス

ケール剤、防藻剤
40 a 工業的使用段階 0.45 0.0010 0.0000732 14

35 AF県 水処理剤
腐食防止剤、防錆剤、防食剤、防ス

ケール剤、防藻剤
40 a 工業的使用段階 0.45 0.0010 0.0000732 14

36 AR県 水処理剤
腐食防止剤、防錆剤、防食剤、防ス
ケール剤、防藻剤

40 a 工業的使用段階 0.45 0.0010 0.0000732 14

37 M県
分離・精製プロセス剤《鉱業、
金属製造での用途》[抽出・精

製溶剤は#07]

浮選剤（捕収剤、起ほう剤、条件

剤）、金属浸出剤
46 a 工業的使用段階 0.43 0.0010 0.0000732 14

38 AS県 水処理剤
腐食防止剤、防錆剤、防食剤、防ス
ケール剤、防藻剤

40 a 工業的使用段階 0.38 0.00090 0.0000732 12

39 T県 水処理剤
腐食防止剤、防錆剤、防食剤、防ス

ケール剤、防藻剤
40 a 工業的使用段階 0.32 0.00070 0.0000732 10

40 V県 水処理剤
腐食防止剤、防錆剤、防食剤、防ス

ケール剤、防藻剤
40 a 工業的使用段階 0.32 0.00070 0.0000732 10

41 N県 中間物 合成原料、重合原料、前駆重合体 1 a 工業的使用段階 027 0 00060 0 0000732 8 8

42 V県
合成繊維、繊維処理剤[不織

布処理を含む]

均染剤、浸透剤、促染剤（染色助

剤）、媒染剤、捺 染用糊剤
25 o 工業的使用段階 0.26 0.00060 0.0000732 8.2

43 B県 水処理剤
腐食防止剤、防錆剤、防食剤、防ス
ケール剤、防藻剤

40 a 工業的使用段階 0.26 0.00060 0.0000732 8.2

44 D県 中間物 合成原料、重合原料、前駆重合体 1 a 工業的使用段階 022 0 00050 0 0000732 7 0

45 D県 水処理剤
腐食防止剤、防錆剤、防食剤、防ス
ケール剤、防藻剤

40 a 調合段階 0.20 0.00050 0.0000732 6.5

46 R県 水処理剤
腐食防止剤、防錆剤、防食剤、防ス

ケール剤、防藻剤
40 a 調合段階 0.18 0.00040 0.0000732 5.8

47 AA県 水処理剤
腐食防止剤、防錆剤、防食剤、防ス

ケール剤、防藻剤
40 a 調合段階 0.14 0.00030 0.0000732 4.4

48 K県

分離・精製プロセス剤《鉱業、

金属製造での用途》[抽出・精

製溶剤は#07]

浮選剤（捕収剤、起ほう剤、条件

剤）、金属浸出剤
46 a 調合段階 0.13 0.00030 0.0000732 4.3

49 K県 水処理剤
腐食防止剤、防錆剤、防食剤、防ス

ケール剤、防藻剤
40 a 工業的使用段階 0.13 0.00030 0.0000732 4.1

50 Q県 水処理剤
腐食防止剤、防錆剤、防食剤、防ス
ケール剤、防藻剤

40 a 調合段階 0.12 0.00030 0.0000732 3.9

51 S県 水処理剤
腐食防止剤、防錆剤、防食剤、防ス

ケール剤、防藻剤
40 a 調合段階 0.089 0.00020 0.0000732 2.9

52 A県

表面処理剤［めっき前処理

剤・後処理剤の脱脂・洗 浄薬

剤は#04金属洗浄剤、#12の
水系 洗浄剤１］［#4-6, 12-

15, 17 25-27, 30-32, 38, 44を除

く］

エッチング処理薬剤、スパッタリング
処理薬剤、ブ ラスト処理薬剤

34 g 工業的使用段階 0.077 0.00020 0.0000732 2.5

53 AC県 水処理剤
腐食防止剤、防錆剤、防食剤、防ス

ケール剤、防藻剤
40 a 調合段階 0.072 0.00020 0.0000732 2.3

54 AC県 中間物 合成原料、重合原料、前駆重合体 1 a 工業的使用段階 0065 0 00020 0 0000732 2 1

55 AJ県 水処理剤
腐食防止剤、防錆剤、防食剤、防ス

ケール剤、防藻剤
40 a 工業的使用段階 0.064 0.00010 0.0000732 2.0

56 M県 水処理剤
腐食防止剤、防錆剤、防食剤、防ス

ケール剤、防藻剤
40 a 工業的使用段階 0.064 0.00010 0.0000732 2.0

57 AO県 水処理剤
腐食防止剤、防錆剤、防食剤、防ス
ケール剤、防藻剤

40 a 工業的使用段階 0.064 0.00010 0.0000732 2.0

58 Y県 水処理剤
腐食防止剤、防錆剤、防食剤、防ス

ケール剤、防藻剤
40 a 工業的使用段階 0.064 0.00010 0.0000732 2.0

59 AQ県 水処理剤
腐食防止剤、防錆剤、防食剤、防ス

ケール剤、防藻剤
40 a 工業的使用段階 0.064 0.00010 0.0000732 2.0

60 AT県 水処理剤
腐食防止剤、防錆剤、防食剤、防ス
ケール剤、防藻剤

40 a 工業的使用段階 0.064 0.00010 0.0000732 2.0

61 AK県

分離・精製プロセス剤《鉱業、

金属製造での用途》[抽出・精
製溶剤は#07]

浮選剤（捕収剤、起ほう剤、条件

剤）、金属浸出剤
46 a 工業的使用段階 0.051 0.00010 0.0000732 1.6

62 J県 中間物 合成原料、重合原料、前駆重合体 1 a 工業的使用段階 0.046 0.00010 0.0000732 1.5

63 F県 水処理剤
腐食防止剤、防錆剤、防食剤、防ス
ケール剤、防藻剤

40 a 調合段階 0.043 0.00010 0.0000732 1.4

64 Z県 水処理剤
腐食防止剤、防錆剤、防食剤、防ス
ケール剤、防藻剤

40 a 調合段階 0.042 0.00010 0.0000732 1.3

65 T県 水処理剤
腐食防止剤、防錆剤、防食剤、防ス

ケール剤、防藻剤
40 a 調合段階 0.038 0.00009 0.0000732 1.2

66 D県
工業用溶剤[#02-06の溶剤を

除く]
抽出溶剤、精製溶剤 7 c 調合段階 0.037 0.00009 0.0000732 1.2

67 D県
工業用溶剤[#02-06の溶剤を
除く]

抽出溶剤、精製溶剤 7 c 工業的使用段階 0.037 0.00009 0.0000732 1.2

68 C県 水処理剤
腐食防止剤、防錆剤、防食剤、防ス

ケール剤、防藻剤
40 a 調合段階 0.036 0.00009 0.0000732 1.2

69 A県
工業用溶剤[#02-06の溶剤を

除く]
抽出溶剤、精製溶剤 7 c 調合段階 0.032 0.00008 0.0000732 1.0

70 A県
工業用溶剤[#02-06の溶剤を
除く]

抽出溶剤、精製溶剤 7 c 工業的使用段階 0.032 0.00008 0.0000732 1.0

71 AH県 中間物 合成原料、重合原料、前駆重合体 1 a 工業的使用段階 0031 0 00007 0 0000732 1 0
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(１) PRTR 情報に基づく評価 313 
① PRTR 排出量 314 

 大気及び水域への合計推計排出量の上位 10箇所の PRTR排出量を表 32に示す。 315 

 316 

表 32 PRTR 届出事業所ごとの排出量 317 

(上位 10 箇所) 318 

 319 
注：届出事業所に加えて、移動先の下水道終末処理施設も排出源として考慮した。PRTR 届出外排出量推計手法320 
及び評価Ⅱで使用する物理化学的性状に従って下水処理場での水域移行率を 99.996%とした。 321 

 322 

② リスク推計結果 323 

i） 人健康影響 324 

 リスク懸念が認められた一般毒性の経口経路と発がん性の経口経路及び吸入経路325 

については、HQが 1以上となった箇所、もしくは上位 10箇所のリスク推計結果を326 

表 33～表 35に示す。 327 

 一般毒性の吸入経路については、排出源から 1 km以内の HQ の最大値は 0.11であ328 

った。 329 

 生殖・発生毒性の経口経路と吸入経路の HQ を合計した場合については、排出源か330 

ら 1 km以内の HQの最大値は 0.12であった。 331 

 332 

 333 

都道府県 業種名称
排出先水域

名称

大気への排

出量[t/year]

水域への排

出量[t/year]

合計排出量

[t/year]

Ａ県 化学工業 - 0.2 5.4 5.6

Ｂ県 下水道業 Ａ川 0.0 2.3 2.3

Ｃ県

パルプ・紙・

紙加工品製

造業

AD海域 0.3 0.9 1.2

Ｄ県 化学工業 - 0.0 0.8 0.8

Ｅ県
電気機械器

具製造業
- 0.8 0.0 0.8

Ｄ県 化学工業 - 0.8 0.0 0.8

Ｄ県 下水道業 AD海域 0.0 0.8 0.8

Ｄ県 鉄鋼業 AＥ海域 0.0 0.6 0.6

Ｆ県 鉄鋼業 Ｄ川 0.0 0.5 0.5

Ｇ県
電気機械器

具製造業
Ｉ海域 0.1 0.3 0.4



 

25 

表 33 PRTR 届出情報に基づく一般毒性（経口経路）におけるリスク推計結果 334 

(上位 10 箇所) 335 

 336 
 337 

表 34 PRTR 届出情報に基づく発がん性（経口経路）におけるリスク推計結果 338 

(上位 10 箇所) 339 

 340 
 341 

 342 

 343 

 344 

 345 

 346 

 347 

 348 

 349 

 350 

都道府県 業種名称
大気への排

出量[t/year]

水域への排

出量[t/year]

合計排出

量

[t/year]

HQ

(～1km)

HQ

(～2km)

HQ

(～3km)

HQ

(～4km)

HQ

(～5km)

HQ

(～6km)

HQ

(～7km)

HQ

(～8km)

HQ

(～9km)

HQ

(～10km)

Ａ県 化学工業 0.2 5.4 5.6 1.5E+00 1.4E+00 1.4E+00 1.4E+00 1.4E+00 1.4E+00 1.4E+00 1.4E+00 1.4E+00 1.4E+00

Ｂ県 下水道業 0.0 2.3 2.3 6.1E-01 6.1E-01 6.1E-01 6.1E-01 6.1E-01 6.1E-01 6.1E-01 6.1E-01 6.1E-01 6.1E-01

Ｃ県

パルプ・紙・

紙加工品製

造業

0.3 0.9 1.2 2.8E-01 2.6E-01 2.5E-01 2.5E-01 2.5E-01 2.5E-01 2.5E-01 2.5E-01 2.5E-01 2.5E-01

Ｄ県 下水道業 0.0 0.8 0.8 2.0E-01 2.0E-01 2.0E-01 2.0E-01 2.0E-01 2.0E-01 2.0E-01 2.0E-01 2.0E-01 2.0E-01

Ｇ県
電気機械器

具製造業
0.1 0.3 0.4 9.2E-02 8.6E-02 8.5E-02 8.4E-02 8.4E-02 8.3E-02 8.3E-02 8.3E-02 8.3E-02 8.3E-02

Ｅ県
電気機械器

具製造業
0.8 0.0 0.8 7.7E-02 3.0E-02 1.6E-02 1.1E-02 7.9E-03 6.0E-03 4.7E-03 3.8E-03 3.2E-03 2.7E-03

Ｄ県 化学工業 0.8 0.0 0.8 7.3E-02 2.9E-02 1.5E-02 1.1E-02 7.5E-03 5.7E-03 4.5E-03 3.6E-03 3.0E-03 2.6E-03

Ｉ県 電気業 0.0 0.2 0.2 5.1E-02 5.1E-02 5.1E-02 5.1E-02 5.1E-02 5.1E-02 5.1E-02 5.1E-02 5.1E-02 5.1E-02

Ａ県
産業廃棄物

処分業
0.4 0.0 0.4 3.7E-02 1.5E-02 7.9E-03 5.5E-03 3.9E-03 2.9E-03 2.3E-03 1.9E-03 1.6E-03 1.3E-03

Ｉ県 化学工業 0.1 0.1 0.2 3.1E-02 2.4E-02 2.1E-02 2.0E-02 2.0E-02 2.0E-02 1.9E-02 1.9E-02 1.9E-02 1.9E-02

都道府県 業種名称
大気への排
出量[t/year]

水域への排
出量[t/year]

合計排出
量

[t/year]

HQ
(～1km)

HQ
(～2km)

HQ
(～3km)

HQ
(～4km)

HQ
(～5km)

HQ
(～6km)

HQ
(～7km)

HQ
(～8km)

HQ
(～9km)

HQ
(～10km)

Ａ県 化学工業 0.2 5.4 5.6 7.7E+00 7.6E+00 7.6E+00 7.6E+00 7.6E+00 7.6E+00 7.5E+00 7.5E+00 7.5E+00 7.5E+00

Ｂ県 下水道業 0.0 2.3 2.3 3.2E+00 3.2E+00 3.2E+00 3.2E+00 3.2E+00 3.2E+00 3.2E+00 3.2E+00 3.2E+00 3.2E+00

Ｃ県
パルプ・紙・
紙加工品製

造業

0.3 0.9 1.2 1.5E+00 1.4E+00 1.3E+00 1.3E+00 1.3E+00 1.3E+00 1.3E+00 1.3E+00 1.3E+00 1.3E+00

Ｄ県 下水道業 0.0 0.8 0.8 1.1E+00 1.1E+00 1.1E+00 1.1E+00 1.1E+00 1.1E+00 1.1E+00 1.1E+00 1.1E+00 1.1E+00

Ｇ県
電気機械器
具製造業

0.1 0.3 0.4 4.8E-01 4.5E-01 4.4E-01 4.4E-01 4.4E-01 4.4E-01 4.4E-01 4.4E-01 4.4E-01 4.3E-01

Ｅ県
電気機械器
具製造業

0.8 0.0 0.8 4.0E-01 1.6E-01 8.4E-02 5.9E-02 4.1E-02 3.1E-02 2.5E-02 2.0E-02 1.7E-02 1.4E-02

Ｄ県 化学工業 0.8 0.0 0.8 3.8E-01 1.5E-01 8.0E-02 5.6E-02 3.9E-02 3.0E-02 2.3E-02 1.9E-02 1.6E-02 1.3E-02

Ｉ県 電気業 0.0 0.2 0.2 2.7E-01 2.7E-01 2.7E-01 2.7E-01 2.7E-01 2.7E-01 2.7E-01 2.7E-01 2.7E-01 2.7E-01

Ａ県
産業廃棄物
処分業

0.4 0.0 0.4 2.0E-01 7.7E-02 4.1E-02 2.9E-02 2.0E-02 1.5E-02 1.2E-02 9.8E-03 8.2E-03 6.9E-03

Ｉ県 化学工業 0.1 0.1 0.2 1.6E-01 1.2E-01 1.1E-01 1.1E-01 1.0E-01 1.0E-01 1.0E-01 1.0E-01 1.0E-01 1.0E-01
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 351 

表 35 PRTR 届出情報に基づく発がん性（吸入経路）におけるリスク推計結果 352 
 353 

 354 
 355 

 356 

ii） 生態影響 357 

 水生生物PEC/PNEC比が 1以上となった 31箇所のリスク推計結果を表 36に示す。 358 

 359 

 360 

 361 

 362 

 363 

 364 

 365 

 366 

 367 

 368 

 369 

 370 

 371 

 372 

 373 

 374 

 375 

 376 

都道府県 業種名称
大気への排

出量[t/year]

水域への排

出量[t/year]

合計排出

量

[t/year]

HQ

(～1km)

HQ

(～2km)

HQ

(～3km)

HQ

(～4km)

HQ

(～5km)

HQ

(～6km)

HQ

(～7km)

HQ

(～8km)

HQ

(～9km)

HQ

(～10km)

Ｅ県
電気機械器

具製造業
0.8 0.0 0.8 1.2E+01 4.7E+00 2.5E+00 1.8E+00 1.2E+00 9.4E-01 7.4E-01 6.0E-01 5.0E-01 4.2E-01

Ｄ県 化学工業 0.8 0.0 0.8 1.1E+01 4.5E+00 2.4E+00 1.7E+00 1.2E+00 8.9E-01 7.0E-01 5.7E-01 4.8E-01 4.0E-01

Ａ県
産業廃棄物

処分業
0.4 0.0 0.4 5.9E+00 2.3E+00 1.2E+00 8.6E-01 6.1E-01 4.6E-01 3.6E-01 2.9E-01 2.4E-01 2.1E-01

Ｃ県

パルプ・紙・

紙加工品製

造業

0.3 0.9 1.2 4.7E+00 1.8E+00 9.8E-01 6.8E-01 4.8E-01 3.6E-01 2.9E-01 2.3E-01 1.9E-01 1.6E-01

Ａ県 化学工業 0.2 5.4 5.6 3.5E+00 1.4E+00 7.3E-01 5.1E-01 3.6E-01 2.7E-01 2.1E-01 1.7E-01 1.4E-01 1.2E-01

Ｈ県 化学工業 0.2 0.0 0.2 2.6E+00 1.0E+00 5.4E-01 3.7E-01 2.6E-01 2.0E-01 1.6E-01 1.3E-01 1.1E-01 9.0E-02

Ｄ県 化学工業 0.2 0.0 0.2 2.3E+00 8.9E-01 4.7E-01 3.3E-01 2.3E-01 1.8E-01 1.4E-01 1.1E-01 9.4E-02 8.0E-02

Ｉ県 化学工業 0.1 0.1 0.2 2.0E+00 7.7E-01 4.1E-01 2.9E-01 2.0E-01 1.5E-01 1.2E-01 9.8E-02 8.1E-02 6.9E-02

Ｍ県 化学工業 0.1 0.0 0.1 1.7E+00 6.5E-01 3.5E-01 2.4E-01 1.7E-01 1.3E-01 1.0E-01 8.3E-02 6.9E-02 5.8E-02

Ｇ県
電気機械器

具製造業
0.1 0.3 0.4 1.5E+00 5.9E-01 3.2E-01 2.2E-01 1.6E-01 1.2E-01 9.2E-02 7.5E-02 6.3E-02 5.3E-02

Ｄ県 化学工業 0.1 0.0 0.1 1.1E+00 4.1E-01 2.2E-01 1.5E-01 1.1E-01 8.2E-02 6.4E-02 5.3E-02 4.4E-02 3.7E-02
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 377 

表 36 PRTR 届出情報に基づくリスク推計結果（PEC/PNEC） 378 

  379 
 380 

381 

No.
都道
府県

業種名等
水域排出量
[t/year]

河川水中濃度
（PECwater）
[mg/L]

水生生物_有
害性評価値
(PNECwater)
[mg/L]

水生生物_
PEC/PNEC

1 Ａ県 化学工業 5.4 6.80×10-2 0.0000732 929

2 Ｂ県 下水道業 2.3 2.90×10
-2 0.0000732 396

3 Ｃ県 パルプ・紙・紙加工品製造業 0.93 1.17×10-2 0.0000732 160

4 Ｄ県 下水道業 0.76 9.57×10
-3 0.0000732 131

5 Ｇ県 電気機械器具製造業 0.31 3.90×10
-3 0.0000732 53

6 Ｉ県 電気業 0.19 2.39×10-3 0.0000732 33

7 N県 化学工業 0.10 1.26×10
-3 0.0000732 17

8 O県 木材・木製品製造業 0.092 1.16×10
-3 0.0000732 16

9 Ｄ県 化学工業 0.82 1.03×10-3 0.0000732 14

10 Ｉ県 化学工業 0.070 8.82×10
-4 0.0000732 12

11 Ｄ県 鉄鋼業 0.57 7.18×10
-4 0.0000732 10

12 Ｆ県 鉄鋼業 0.48 6.04×10
-4 0.0000732 8.3

13 S県 下水道業 0.046 5.84×10-4 0.0000732 8.0

14 Ｈ県 電気業 0.40 5.04×10
-4 0.0000732 6.9

15 Ｄ県 下水道業 0.031 3.90×10
-4 0.0000732 5.3

16 T県 医薬品製造業 0.025 3.15×10
-4 0.0000732 4.3

17 Ｃ県 電気業 0.23 2.90×10-4 0.0000732 4.0

18 Ｊ県 化学工業 0.18 2.27×10
-4 0.0000732 3.1

19 Ｋ県 化学工業 0.17 2.14×10
-4 0.0000732 2.9

20 R県 下水道業 0.016 2.01×10
-4 0.0000732 2.8

21 Ｆ県 下水道業 0.014 1.76×10-4 0.0000732 2.4

22 R県 非鉄金属製造業 0.013 1.64×10
-4 0.0000732 2.2

23 Ａ県 電気業 0.12 1.51×10
-4 0.0000732 2.1

24 Ｌ県 化学工業 0.12 1.51×10-4 0.0000732 2.1

25 Ａ県 下水道業 0.012 1.51×10
-4 0.0000732 2.1

26 Ｃ県 電気業 0.11 1.39×10
-4 0.0000732 1.9

27 Q県 下水道業 0.0088 1.11×10
-4 0.0000732 1.5

28 Y県 下水道業 0.0086 1.08×10-4 0.0000732 1.5

29 Z県 化学工業 0.0082 1.03×10
-4 0.0000732 1.4

30 Ａ県 化学工業 0.072 9.07×10
-5 0.0000732 1.2

31 P県 電気業 0.067 8.44×10
-5 0.0000732 1.2
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(２) 地点別のモニタリング濃度と PRAS-NITE のモデル推計濃度との比較 424 

 425 
図 4 PRAS-NITE（PRTR、平成 26 年度)の推計水質濃度と 426 

水質モニタリング濃度（エコ調査（平成 27 年度、平成 17 年度8）、 427 

要調査（平成 22 年度））との比較 428 

 429 

430 

                                                        
8 モデル推計結果の妥当性を確認するため（プロット数を増やすため）、平成 17年度のエコ調査について
も記載している。 
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